様式３－９－１B（カウンセリング）
　（Ａ４判）

平成　　　年　　　月　　　日　提出
「カウンセリング実務士」教育課程届出表
	大学名
	
	所 在 地
	              ＴＥＬ（          ）           ―

	
	
	教育責任者
役職名・氏名
	
	実施予定年度
	年度から

	
	
	連絡責任者
役職名・氏名
	
	
	


１．必修科目 （５科目　１０単位）
	科　目　名
	授業形態
	単位数・
	大学における必修・選択別
	担当教員名・職位
	専任・兼担・非常勤の別
	備　　　　　　考

	
	
	
	
	
	専任
	兼担
	非常勤
	

	２単位
実務論Ⅰ
カウンセリング
	
	
	□必修
□選択
	
	
	
	
	

	
	
	
	□必修
□選択
	
	
	
	
	

	２単位
実務論Ⅱ
カウンセリング
	
	
	□必修
□選択
	
	
	
	
	

	
	
	
	□必修
□選択
	
	
	
	
	

	２単位
実務演習Ⅰ
カウンセリング
	
	
	□必修
□選択
	
	
	
	
	

	
	
	
	□必修
□選択
	
	
	
	
	

	２単位
実務演習Ⅱ
カウンセリング
	
	
	□必修
□選択
	
	
	
	
	

	
	
	
	□必修
□選択
	
	
	
	
	

	２単位
グ実務実習
カウンセリン
	
	
	□必修
□選択
	
	
	
	
	

	
	
	
	□必修
□選択
	
	
	
	
	


２．選択科目（５科目以上　 ２０単位以上）
	科　目　名
	授業形態
	単位数・
	大学における必修・選択別
	担当教員名・職位
	専任・兼担・非常勤の別
	備　　　　　　考

	
	
	
	
	
	専任
	兼担
	非常勤
	

	
	
	□必修
□選択
	
	
	
	
	

	
	
	□必修
□選択
	
	
	
	
	

	
	
	□必修
□選択
	
	
	
	
	

	
	
	□必修
□選択
	
	
	
	
	

	
	
	□必修
□選択
	
	
	
	
	

	
	
	□必修
□選択
	
	
	
	
	

	
	
	□必修
□選択
	
	
	
	
	

	
	
	□必修
□選択
	
	
	
	
	

	
	
	□必修
□選択
	
	
	
	
	

	
	
	□必修
□選択
	
	
	
	
	

	
	
	□必修
□選択
	
	
	
	
	

	
	
	□必修
□選択
	
	
	
	
	


· 必修科目に複数科目を配置し、学部・学科の区別なく学生の選択必修とすることが出来ます。その場合は、備考欄に「選択必修」と明記すること。
· 教育課程届出表に配置するすべての科目は、単位数の右欄に大学における必修･選択の区分を明らかにすること。
· 必修科目は、規定された科目の右欄に大学が配置しようとする科目名等必要事項を記入すること。
· 選択科目は、読替科目のある場合は当該科目の備考欄にガイドラインの指定科目を明記すること。
· 各科目の講義・演習・実習の別及び単位数は、当該大学の定めによること。
· 専任・兼担・非常勤の欄は、該当欄に○を付けること。(協会指定の専任教員は業績審査を受ける科目の「専任･兼担･非常勤の別」の該当欄一箇所に◎とすること。)
· 必修科目のすべての授業科目についてシラバス（様式３Ｓ）を添付すること。また、選択科目のすべてに講義概要を添付すること。なお、教育課程の一部変更の審査を受ける場合は、該当科目のみ添付すること。
· 該当する群に科目を書ききれない場合は、罫線をアレンジしてご利用ください。
